
玉名市人口ビジョン 概要版

人口・産業の現状分析

玉名市の人口の将来展望

◆国立社会保障・人口問題研究所：2015年以降も人口は減少し、高齢化率は上昇傾向が続き、
2040年時点で玉名市の人口は約5万人、高齢化率を約40％と推計。【図１】

▽若年層の進学や就職の影響で熊本市、福岡市、関東・関西圏等への転出超過。
▽玉名市に居住する外国人は2011年以降増加に転じ2019年には914人となり、8
年間で約3倍。2019年時点での国別外国人数は、多い順からベトナム、中国、
フィリピン。

◆1980年→1985年では、20歳前後の転出が転入を大きく上回り、25歳前後では転入が転出
を大きく上回っており、高校卒業後に進学や就職のため一旦玉名市を出て、その後6割
程度が帰ってきているが、2010年→2015年は20歳前後の転出が転入を大きく上回ってい
るものの25歳前後の転入と転出は差がなくなっており、玉名市に帰ってくる者が鈍化。
【図３】

◆自然動態：2003年以降、死亡数が出生数を上回る。2018年には死亡数946人、出生数
470人で△476人の自然減。【図２】

2030年に人口規模60,000人の維持

図５ 玉名市独自の人口推計、国の長期ビジョンに準拠した玉名市人口推計、社人研による玉名市人口推計
（2015年までは国勢調査実績値）

2015年の人口66,782人、高齢化率31.2％、産業就業者数30,850人

▽2013～2017年の期間合計特殊出生率1.62％（全国平均1.43％県平均1.65％）

図１ 人口・高齢化率の推移

◆玉名市の産業就業者数は1985年頃から減少傾向にあり、2015年は30,850人。部門別に
見ると第3次産業部門の就業者数は1980年と2015年を比較すると約26％増加。【図４】

人口の将来展望

目指すべき将来の方向

人口減少を抑制するためには、出生率の向上により人口減少に歯止め
をかけ、人口規模の安定と若返りを図るとともに、転出抑制と転入増
加により人口規模を確保することが必要。

玉名市の地方創生に向けて、第２期総合戦略を踏まえ次の４つの基本
目標と2つの横断的な目標を定める。

本市の人口の現状分析を踏まえると、人口の自然増、社会増に係る施
策を同時並行かつ相乗的に進めることが重要。

基本目標１
玉名市の地域資源を活用した産業を育成し、魅力ある

雇用を創出する

基本目標２ 玉名市への新たな人の流れをつくる

基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基本目標４
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとと

もに、地域と地域を連携する

横断的な目標１ 多様な人材の活躍を推進する

横断的な目標２ 新しい時代の流れを力にする

◆社会動態：2010年以降、転出数がほぼ横ばいなのに対し、2014年以降に転入数が増加
※外国人実習生の増加が要因。2018年には転出数2,184人、転入数2,035人で△149人の
社会減。【図２】

▽第1次産業就業者の割合は1980年の11,812人から、2015年の5,170人と56.2％が減少。
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図２ 社会動態・自然動態による人口推移（人）

図３ 年齢階級別人口移動分析（1980年→1985年と2010年→2015年比較、総数）
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図４ 玉名市の産業別就業者数
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【本市独自の将来人口推計条件】
・自然動態の条件：2030年までに市民希望
出生率1.77に向上、その後は均衡

・社会動態の条件：熊本県の推計と同様、
現在の社会減が2020年までに半分程度に
縮小し、その後は均衡（±0になる）

人口の数値目標


